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与論町立与論中学校 

 
１ はじめに 
  本校は，鹿児島の最南端である与論島に位置し，生徒１６５名（H２９.１月現在）の学校である。

平成２６年度より日本新聞協会より NIE の実践指定を受けて研究に取り組み，今年度はその３年目

にあたる。これまで行ってきた実践を継続しながら，少しずつ新しい活動も取り入れた。 
 
２ 取組の実際 
（１）NIE 掲示板 
   昨年度に開設した NIE の掲示板を活用し，新聞のスクラップ活動を行っている。年間を通して

活動を行ったが，昨年度から取組を継続している２・３年生だけではなく，１年生も徐々に新聞記

事の読み方や適切な記事の見つけ方に慣れることができたように感じた。また，掲示板の前に立ち

止まってスクラップを見ている生徒も多く，友だちの名前や記事に反応している様子がみられた。 
   
 
 
 
 
 
 

【NIE 掲示板】             【新聞記事スクラップの様子】 
（２）新聞を活用した授業の実施 
   国語科の授業において，生徒の表現力育成を目的として，インタビュー記事を作成する活動を行

った。文学的文章の登場人物の心情を読み取り，新聞を参考にインタビュー記事を書く活動は，文

章を読み取る（理解する）能力及び書く能力を伸ばす上で重要である。書くことを苦手としている

生徒が多いため，参考とする例を多く提示することも意識的に行った。そうすることで，全く書き

出すこともできない，という生徒は見られなかった。その後，グループで作品の交流を行うこと

で，他者の考えや書き方を学び自分の表現に生かすとともに，自分の作品への感想を参考に事後に

生かしていくことができたようである。 

 
 
 
 
 
 

【活動の様子】 



（３）「若い目」への作文投稿 
   NIE 実践の１つとして，南日本新聞ひろばコーナーの「若い目」への投稿に取り組んできた。新

聞に自分の記事が掲載されることは，生徒たちの自信につながっている。 
【掲載された記事抜粋】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（４）テレビ会議システムを用いた職業インタビュー 
   本校では，キャリア教育の一環として総合的な学習の時間に「職業インタビュー」を第１学年時

に取り組んでいた。しかし，立地条件等を考慮すると，島内にある限られた職業についてしか調べ

ることができず，将来島外に出て自分がどんな職業に就くか考えるための材料が少ないことが課題

であった。そこで，本年度は，南日本新聞社の協力を得て，水族館職員や鹿児島ユナイテッド FC
の選手，南日本新聞記者，大学教授，ホテルの料理人という５つの多岐にわたる職業に就く方々に

お話をうかがうことができた。テレビ会議システムを使った職業インタビューは，実際に顔を見ら

れ，その場で直接インタビューができるという利点があった。また，生徒の感想を見ても，「自分

の将来について考えるきっかけができた」「貴重な体験ができた」と感じている生徒も多かったた

め，可能であれば実践を続けていきたい。 
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↑南日本新聞 H２８.１２．１５日付 
【生徒感想】 
 
 
 
 
 
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【職業インタビューの様子】 

今回のインタビューでは，ほとんどの方が自分の持っていた夢とは違う職業に就

いていることが印象に残りました。しかし，夢が変わってもちゃんと努力をして一

流に近づいていくことが大切なのだと思いました。また，僕たちのためにこのよう

な機会を作ってくださって，本当にありがたいと思いました。改めて将来の夢につ

いて考えるよい機会になったと思うので，協力してくださった方々に感謝したいで

す。 

 今回の職業インタビューで感じたことは，インタビューを受けてくださった方々がみなさんいきいき

していたことです。そうしていきいきしているのは，楽しんで仕事ができているからだと思います。私

も働くときには，楽しんで仕事がしたいです。また，これからの目標を持っていらっしゃることも意外

でした。大人になっても具体的な目標を持つことも大切なのだと思いました。私も将来に向けてしっか

り目標を立てて頑張っていきたいです。 

 今回初めてテレビ会議を利用した職業インタビュー

をして，与論にはいらっしゃらない職業の方々に質問す

ることができました。今まで知らなかったことや勘違い

していたことについてたくさん知ることができてよか

ったです。今回のことを生かして自分の将来について考

えていきたいです。 

↑かごしま NIE 
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３ 研究のまとめ 
 （１）研究の成果 
   〇 新聞を購読している家庭が少なく，新聞記事を読むことが少ない現状にある生徒たちが，新

聞に触れる機会や新聞に興味を持つきっかけ作りになった。 
   〇 新聞記事を読み，それに対する自分の意見や考えをまとめる作業を定期的に行うことで表現

力向上につながった。 
   〇 互いにスクラップ記事等を読み合い意見を交流することで，多様な考え方に触れることがで

きた。 
   〇 新聞を授業で活用することの有用性や必要性を実感できた。 
   〇 職業インタビューを島外にいらっしゃる方々を相手に行えたのは非常に効果的な活動とな

り，生徒たちの印象にも強く残っていた。いつかは島立ちをするという意識が生徒たちの中に

はあるものの，世の中にどんな職業があるのか分からない，という生徒も多くいる。より早い

段階で様々な職業の価値観に触れることができたため，自分の将来について真剣に見つめるこ

とができたようであった。 
 
 （２）今後の課題 
   ● 学校全体に NIE の取組を広げることが難しかった。一部の教員や授業の中でのみの活動と

なってしまったことが課題である。学校全体や教育活動全体で取り組む雰囲気ができるように

していきたい。 
   ● ほとんどの実践が教員主体の活動になってしまったため，生徒の自主的な活動の幅を広げら

れるようにすることも課題である。自分たちでどのような活動に取り組みたいかについて考え

させられるようにしていきたい。 
   ● 学校内だけではなく，保護者や家族と行う NIE の活動も広げていきたい。 
   ● これまで取り組んできた活動を継続して実践していくだけではなく，情報交換を行い，より

効果的な実践をしていきたい。 


